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一一 因果的説明 ， ……因果関係 なし
Ｃ 解釈段 階
中核要素を中心と↓だ地域における特色 の言明
○地域 に生 じる課題等を予測し ，解決方法を
総 合的に考える
図１　総合の考え方を生かしたモデル



































































































































【記 述段 階】 ：第１時
中 京工業 地帯 は ，他の工業地帯 に比 べ，輸送機器 の生 産がさ
かんであるため，機械工業の占 める割合が高 いという特 色ある
工業 地帯 となっている。中京工業地帯 が発達 した理 由は，トヨ
タ自動車などの自動車工業や関連産業 が豊田 市お よび周辺 地域
を 中心に愛 知県 下 に多数 の工場を立地 し，生 産を 拡大したから
で ある。
【 説明段階】：第２時
トヨタ自動車 は，①名古屋市を中心 にした工業 地帯 に近い ，
②近くに農家が多 く労 働力を得 やすい，③鉄道が通り材料運搬
に便利である ，④荒 れ地が多い ため田 畑をつ ぶす必要がない ，
という理由 によって ，豊田市（挙母 町） に立地した。
また ，工場誘致条例・道路網 の整 備や自動車産業の持つ特質
などから ，自動車工業や関連産業 が豊 田市 やその周辺地域に集
中した。
【解釈段階】：第 ３時
豊田市 は，ト ヨタ自動車 によって ，人口増加，工業生産の拡
大や税収入 の増大 などを通 じて 発展し，名 古屋市に並ぶ ほど の
都市 に成長し た。 また，ト ヨタ自動車や関連産業 は，中小 の下
請工場を ともな って ，周辺地 域に拡大し ，西三河自動車 ベルト
地帯 と呼 ばれる工業地帯 となり，中京工業地帯 の中核 とな って
い る。
し かし ，豊田 市の急 激な人口増加 は，住宅や学校 の不足を も




図 ３　 各 段 階 の 目 標 （説 明 的知 識 ）
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